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自民党新総裁は安倍・菅政権の自民党新総裁は安倍・菅政権の
数多の残滓を払拭できるか数多の残滓を払拭できるか

　

２
０
１
２
年
12
月
か
ら
８
年
10
ヵ
月
も

続
い
た
安
倍
・
菅
政
権
が
終
わ
る
。
全
般

的
に
振
り
変
え
る
と
戦
後
最
悪
の
政
権
で
、

長
期
間
に
累
積
さ
れ
た
弊
害
は
あ
ま
り
に

も
多
い
。
主
な
点
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

（
１
）
モ
ラ
ル
と
責
任
感
に
欠
け
虚
偽
答

弁
を
繰
り
返
す
政
治
姿
勢
。

　

い
ま
だ
に
モ
リ
カ
ケ
問
題
や
桜
問
題
に

対
し
て
は
国
民
の
疑
惑
は
解
消
さ
れ
て
い

な
い
。
衆
議
院
調
査
局
は
２
０
２
０
年
７

月
21
日
に
、
桜
問
題
に
関
し
て
安
倍
首
相

が
２
０
１
９
年
11
月
か
ら
20
年
３
月
の
間

に
、
国
会
で
１
１
８
回
の
虚
偽
答
弁
を
し

て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ

ら
に
国
会
で
の
安
倍
首
相
の
答
弁
は
、
野

党
の
質
問
に
正
面
か
ら
答
え
ず
、「
ご
飯

論
法
」
と
言
わ
れ
る
誠
意
に
欠
け
た
政
治

姿
勢
で
あ
る
。
さ
ら
に
菅
首
相
は
安
倍
首

相
以
上
に
国
民
を
愚
弄
す
る
答
弁
を
し
、

こ
う
し
た
政
治
姿
勢
は
国
民
の
政
治
不
信

を
増
幅
し
て
い
る
。

（
２
）
閣
議
決
定
だ
け
で
集
団
的
自
衛
権

容
認
を
決
め
戦
争
が
で
き
る
国
に
し
た
。

　

安
倍
首
相
は
米
国
の
要
請
を
受
け
入
れ

て
、
２
０
１
４
年
７
月
１
日
の
閣
議
で

「
日
本
は
一
定
の
条
件
の
下
で
集
団
的
自

衛
権
行
使
を
容
認
で
き
る
」
旨
の
決
定
を

行
い
、
９
月
19
日
未
明
に
は
集
団
的
自
衛

権
行
使
を
容
認
す
る
新
安
全
保
障
法
が
参

議
院
で
の
強
行
採
決
で
成
立
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
日
本
は
、「
最
終
的
に
首
相
の

判
断
」
で
、
自
衛
隊
が
米
軍
の
戦
争
に
参

加
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
台
湾
周
辺
で

米
中
武
力
紛
争
が
発
生
し
た
と
き
に
日
本

は
自
衛
隊
を
派
遣
す
る
の
か
。

　

政
府
に
近
い
河
野
克
己
氏
（
元
統
合
幕

僚
長
）
は
「
外
交
努
力
で
中
国
の
武
力
侵

攻
を
抑
止
す
べ
き
で
あ
る
が
、
い
ざ
武
力

行
使
が
始
ま
れ
ば
、
こ
れ
は
日
本
に
と
っ

て
新
安
全
保
障
法
制
で
日
本
が
米
軍
に
軍

事
参
加
す
る
要
件
（
放
置
す
れ
ば
日
本
の

安
全
に
大
き
な
影
響
が
出
る
場
合
―
存
立

危
機
事
態
）
に
該
当
す
る
の
で
、
自
衛

隊
は
米
軍
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
」

（
Ｂ
Ｓ
朝
日
、
本
年
４
月
４
日
）
と
述
べ

て
お
り
、
麻
生
副
総
理
も
同
意
見
で
あ
る
。

　

新
総
裁
は
こ
の
見
解
を
受
け
継
ぐ
の
か
。

（
３
）
安
倍
首
相
の
中
国
敵
視
・
韓
国
非

友
好
外
交
と
こ
れ
を
踏
襲
す
る
菅
首
相
。

　

同
盟
国
で
あ
る
米
国
が
「
安
倍
首

相
は
強
硬
な
国
粋
主
義
者
（Strong 

N
ationalist

）
で
あ
り
、
米
国
の
権
益

を
損
ね
る
よ
う
な
形
で
地
域
関
係
を
乱
し

か
ね
な
い
」「
近
隣
諸
国
や
米
国
の
監
視

が
必
要
」
と
い
う
懸
念
を
公
表
し
て
い
る

（
米
国
議
会
調
査
局
、
２
０
１
３
、
15
年
）。

安
倍
首
相
の
韓
国
と
の
非
友
好
的
な
外
交

姿
勢
は
彼
の
政
治
理
念
の
帰
結
で
あ
り
、

国
家
観
に
乏
し
い
菅
首
相
に
は
追
随
し
か

道
が
な
く
、
韓
国
の
在
日
新
大
使
の
就
任

挨
拶
す
ら
拒
ん
で
い
る
。

　

新
総
裁
は
独
自
の
友
好
的
近
隣
外
交
理

念
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

（
４
）
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
国
民
を
富
裕
層

と
貧
困
層
に
分
断
し
、
日
本
の
平
均
賃
金

は
韓
国
以
下
に
低
下
。

　

法
人
税
減
税
・
消
費
税
引
き
上
げ
・
円

安
政
策
で
個
人
所
得
は
大
手
企
業
へ
シ
フ

ト
、
財
政
デ
フ
レ
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
均
衡
策
）
で
20
年
マ
イ
ナ
ス
成
長
、

労
働
法
改
悪
で
生
涯
非
正
規
社
員
増
加
、

上
級
富
裕
層
以
外
は
貧
困
層
へ
転
落
、
一

世
帯
当
た
り
の
平
均
所
得
は
安
倍
・
菅
政

権
で
約
50
万
円
減
少
、
平
均
賃
金
は
韓
国

よ
り
年
収
で
約
38
万
円
少
な
い
。
日
本
は

世
界
一
の
債
権
国
（
３
５
６
兆
円
、
２
０

２
０
年
末
）
で
あ
る
の
に
国
内
で
は
デ
フ

レ
で
使
わ
れ
ず
、
海
外
に
流
失
し
て
い
る
。

　

新
総
裁
に
日
本
国
民
の
所
得
を
増
や
す

挽
回
策
は
あ
る
の
か
。

（
５
）
言
論
抑
制
の
強
化
・
民
主
主
義
の

危
機

　

安
倍
政
権
に
な
っ
て
か
ら
政
権
に
不
利

に
な
る
文
化
活
動
に
行
政
が
介
入
す
る
ケ

ー
ス
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
参
議

院
選
挙
で
自
民
党
候
補
の
応
援
に
来
た
安

倍
首
相
の
演
説
を
批
判
し
た
国
民
が
、
警

備
し
て
い
た
制
服
と
私
服
の
複
数
の
警
官

に
服
や
体
を
掴
ん
で
移
動
さ
せ
ら
れ
た
と

い
う
実
例
が
あ
り
（
２
０
１
９
年
７
月
16

日
朝
日
新
聞
朝
刊
、
Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
前
の
ケ

ー
ス
）、
首
相
官
邸
の
警
察
官
僚
か
ら
の

指
示
で
地
方
の
警
察
が
言
論
封
殺
に
動
い

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
時
の
官
房

長
官
は
菅
首
相
で
あ
り
、
さ
ら
に
彼
は
首

相
就
任
早
々
、
日
本
学
術
会
議
会
員
候
補

６
名
の
就
任
を
拒
否
し
、
そ
の
理
由
を
説

明
し
よ
う
と
も
し
な
い
。
ま
さ
に
日
本
は

民
主
主
義
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

　

直
近
で
み
る
と
、
安
倍
・
菅
政
権
は
国

内
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応

が
遅
れ
、
海
外
で
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人

の
対
日
協
力
者
の
救
出
に
失
敗
し
て
お
り
、

危
機
管
理
能
力
は
ゼ
ロ
に
近
い
。

　

新
総
裁
に
課
せ
ら
れ
る
責
務
は
極
め
て

大
き
い
。


